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図 2 林愛作 22 歳 
サンフランシスコにて 
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図 3 愛作が母校に宛てた年賀状      図 4 マウントハーモンスクールにて 








































図 7 山中商会で使用していた名刺       図 8 山中商会に勤めていた頃の愛作 
              （左から 3 番目） 







































図 7 山中商会で使用していた名刺       図 8 山中商会に勤めていた頃の愛作 
              （左から 3 番目） 











































 そしてその直後の 8 月、愛作はホテル経営の一切を任されることを条件に、帝国ホテル
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十一年（1922 年）までの約 12 年間、帝国
ホテルの支配人を務めた。その間、就任翌
年の明治四十三年（1910 年）5月 12 日に、
17 歳年下の長濱タカと入籍している。愛











図 10 帝国ホテル支配人時代の名刺 
図 11 愛作とタカの結婚式・披露宴 案内状 
19
の義弟、村井貞之助夫妻であったと聞いている。 




























図 13 大正十年（1921 年）ライトを中心に一堂に会した帝国ホテル建築関係者達 
前列右から 5 番目：フランク・ロイド・ライト、前列右から 4番目：林愛作、 






図 12 愛作とタカの結婚式 
20
の義弟、村井貞之助夫妻であったと聞いている。 




























図 13 大正十年（1921 年）ライトを中心に一堂に会した帝国ホテル建築関係者達 
前列右から 5 番目：フランク・ロイド・ライト、前列右から 4番目：林愛作、 































図 14 妻のタカ 















































































































   在米日本人とアメリカ人との社会交流を図った日本クラブと、日本文化の発信拠点
となったジャパン・ソサエティの創設者の一人。日本にゴルフを広めた日本人初の 
   ゴルフ・プレーヤーの一人。日本クラブを通して日本人メンバーにゴルフを広めた。 
   孫の松方春子は、駐日アメリカ大使エドウィン・O・ライシャワーの妻、ハル・松方・
ライシャワーとなった。 



























































































































  図 20 朋来居の入り口門      図 21 庭の池で水遊びをする子供達とタカ 
図 22 客間の窓際に立つ愛作   図 23 庭の様子（中央に愛作、右奥に風車が見える） 






































図 26 タカと子供達           図 27 幼い陸郎を抱く愛作 






































図 26 タカと子供達           図 27 幼い陸郎を抱く愛作 





































図 29 タリアセンのライトの自宅で 
   昭和二十七年頃 
    左：林陸郎（愛作の四男） 
     右：フランク・ロイド・ライト 
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図 31 甲子園ホテルにて 
    前列：愛作、タカ 
図 30 香港ホテルにて 
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図 31 甲子園ホテルにて 
    前列：愛作、タカ 



























（2017 年 10 月 30 日、生活美学研究所本年度第 2回甲子研究会における講演に基づく） 
コーディネーター 武庫川女子大学生活環境学部教授 黒 田 智 子 
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新潮社 
図 32 林愛作の墓 
神奈川県鎌倉市 光則寺 
   黒田智子教授撮影 2017.春 
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